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インドオリッサ州のカラハンディ県の農
村は極度の貧困と栄養不良に悩まさ
れています。過去には生活環境改善の
ために様 な々取り組みが試みられてき
ましたが、現地の悲惨なインフラ状況
のために中断せざるを得ませんでした。
この状況を変えるため、エコエナジー
は17,000ユーロを現地のNGOである
Gram Vikasによる地域の120軒に向
けた生活環境改善プロジェクトの資金
として支援しました。

プロジェクトのねらいは送電網に接続
されておらず安定した電源も無い村に
太陽光で駆動するポンプを整備し、持
続可能な飲料水の供給を行うことです。
太陽光発電設備の規模は概ね5kWで
す。家の近くに水の供給源を移動させる
ことで、水の調達に使う時間と労力を軽
減します。これにより地域の住民は家族
や社会活動により多くの時間を使うこと
が可能になります。

プロジェクトの第二段階ではGram 
Vikasはいくつかの村に太陽光で駆動
する家庭用照明システムを導入します。

電力へのアクセスがなかったおよそ120

軒の家庭が太陽光駆動の照明を受け
取りました。地域コミュニティに参加して
もらうため、プロジェクト計画段階にお
いてGram Vikasはその10％分の貢献
を住民から募りました。プロジェクトへ
の貢献として労働力や現地の材料調達
などの形で行われました。また照明シス
テムを受け取った120軒の家庭は村の
月例会議で決められた量の貢献をする
事になっています。

プロジェクトの持続可能性を保証する
ため、カラハンディ県にある６つの村から
１２人の若者が太陽光照明運営担当
者として村開発委員会によって選ばれ
ました。Gram Vikasが訓練を企画し、
そこで彼らは家庭用太陽光照明機器の
トラブル対処や予防保全の方法を学び
ました。

担当者はそれぞれの村の家庭用照明
システムの導入、保守と修理を任されて
います。
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インドの農村での家庭用照明システム

気候基金を通してエコエナジーはインドのNGO、Gram Vikasに17,000
ユーロを農村地域へ照明と水を届けるための資金として支援しました。こ
のプロジェクトでは地域の若者を参加させることが鍵になっています。

The solar pumps are funded by EKOenergy 
users: companies, households and cities.

Climate Fund Projects

Focus on renewables 
and energy poverty 
(Global Goals 6,7&13)

New projects annually 
in developing countries

Run and monitored 
by trusted NGOs

Selected by an  
independent jury

In 2017, the Fund  
donated 190,000 € 
for nine new projects

All EKOenergy users 
contribute 0.10 € / 
MWh to the Fund

文: Anna Kokareva 
写真: Gram Vikas

気候基金プロジェクト

エネルギー貧困と複数
の持続可能な開発目標

（SDGs）への取り組み

毎年開発途上国で新し
いプロジェクトを支援

信頼できるNGOによ
るプロジェクトの運営
と監視

独立した選考委員会
によるプロジェクトの
選定

2017年度では基金か
ら総額190,000ユー
ロを9つの新しいプロ
ジェクトに支援
すべてのエコエナジー
利用者は0.10ユーロ/
MWhを基金に投資



エコエナジーはエネルギーの国際的なエコラベルで、40もの国際的な環境
NGOによって非営利のラベルとして運営されています。

エコエナジーは化石燃料や核燃料を使用した発電を対象外としており、さら
に各種の再生可能エネルギーに対しても厳しい持続可能性基準を設けてい
ます。

ラベル認証を受けた電力を様 な々団体や企業が供給元として選ぶことができ
ます。また環境基金を通して新たな再生可能エネルギープロジェクトへの支
援も行っています。エコエナジーは費用対効果の高いカーボンフットプリント
削減策であり、同時に消費者に対して環境に配慮していることを伝える手段
でもあります。

エコエナジーは現在イヴ・ロシェやSAP、VMWare、Genelecやロレアルなど
多くの国際的企業に加え、市町村や公的機関によって使用されています。

持続可能性基準―「地球環境に優しい」というさらなる価値

エコエナジーは温室効果ガスプロトコル、ホテル等施設のエコラベルであるグリーンキー、またグリーンビルの認証であるLEEDなど多
くの有名な国際的環境基準によって言及されています。

エコエナジーはヨーロッパにお
ける再生可能エネルギーの選
択肢として、またその利用率の
向上に対して最良の選択肢を

体現している。

エコラベルは企業にとって電力購入を通
してもっと多くのことを可能にする。温室
効果ガスプロトコルのスコープ２にも言
及されているエコエナジーは、電力トレ

ーサビリティ証明書に加えてその電力の
品質を保証する証明である。

ヨーロッパにあるホテルの多くはす
でにエコエナジーを利用している。
また彼らはそのラベルについて顧客
へ発信している。彼らの先駆けに習
い、環境に優しい社会へのより一層

の努力をしよう。
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エコエナジー：再生可能エネルギーの国際的なエコラベル

他団体からも評価されるラベル

 エコエナジー       
他の再生可能
エネルギー      

エネルギー
ミックス

気候基金を通した新しい再生可能エネルギー生産への支援
最も環境に優しいバイオエネルギー

風力発電（鳥や自然環境地域に害を与えない）

水力発電（回遊魚に害を与えない） 
私たちの環境基金を通して行われた河川修復

国際的なグリーンエネルギー基準を満たした再生可能エネルギー
太陽光、風力、水力、バイオエネルギー、地熱

化石燃料、原子力と再生可能エネルギーの混合
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